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学業達成に関する縦断的研究３

1年生の学力の規定因一
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玉村弥堅灘＊富山利道議＊玉城きみ子議＊仲地重夫*＊徳永信太郎*・
ALongitudinalStudyofSchoolAchivement-3

二Thefactorsassociatedwithacademicachievementinfirstgrader-

目的

著者らは，これまでコンピテンスの発達と学業

成績との関連性について追跡研究をおこなってき

た。本研究では，小学校1年生の時点での，学力

の規定因を検討することを目的とする。従来の学

力に関する研究は，小学校高学年を対象にした研

究が多く，小学校低学年における先行研究は少な

いｏ

小学校1年の時点において学力を規定すると考

えられる要因にはどんなものがあるだろうか。子

どもの側の要因としては，発達レベルや知能など

が，もちろん大きな影響を及ぼすだろうと予想で

きる前者については，小学校に入学する前の発達

をおさえる意味で，母親の評定した就学前の発達

レベルをとりあげる。環境要因としては，特に低

学年であれば親の態度や意見は，子どもの発達に

大きな影響を与える最も大きな要因であろう。

親の子どもに対する態度や意見が子どもの発達

に影響することを検討しようとする研究は，数多

くなされてきた。親子関係の心理について展望し

た小嶋（1970,1979）によれば，親子関係の研究

における変化として，特に親子関係の把握法に関

しては，親子の相互作用，生態学的視点，親子関

係という対人状況下に置かれた個人の内面的要因

などが強調されるようになってきたと述べている。

本研究で関連するのは特に最後の要因についてで

ある。小嶋（1979）は児童観の問題を試論的にと

りあげている。児童観とは子どもに対する概念体

系，信念体系，価値体系を含み，子どものとりあ

つかいかたに関する技術体系と相互関連をもつも

のである。親子関係の把握は，一方的な関係では

なく相互作用により両者が影響を受け合うので独

立に扱うのは不可能であるといってもよい。従っ

て，本研究では，両親の家庭教育に対する意見を

取り上げる。

学力の対象教科として，本研究では算数と国語

をとりあげた。両教科ともに最も基礎的な教科で

あり，とりわけ算数は系統的な努力を必要とする

ため，学力規定因も明らかにしやすいと考えられ

るからである。

方法

１．被験者：大学附属小学校１年生120名（男

女同数）とその両親。

２．入学前発達の測定：３０項目（知的特性，社

会性，自律性）達成されていたか，否かの２件法

で母親によって評定された。達成されていたと答

えた項目の合計得点を発達度の測度とした（得点

重ＣｏｌｌｏｆＥｄｕｃ.，UnivoftheRyukyus

o蟻LaboratorySchool，ＣｏｌｌｏｆＥｄｕｃ.,Univof

theRyukyus．
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1987）を参表２各測度間の相互相関の最大値は30点）。詳細は前原ら（1987）を参

照。

３．学校生活に関する予想：１８項目。子どもの

学校生活における対処行動が成功するか，失敗す

るか，予測不可能かの３件法で母親に評定させた。

本研究では，成功予想反応を合計した成功予想得

点のみを測度とした（得点の最大値は18点）。

詳細は前原ら（1987）を参照。

４．両親の家庭教育に関する意見：ＴＫ式両親

意見診断検査。この検査は７大項目と20の小項目

から構成されている（図１参照）。

５，学力の測定：日文式標準学力検査１年生用

国語と算数。

６．知能の測定：GIT知能検査1年生用（集団

式）。ただし、集団式知能検査では、小学校の低

学年においては知能指数を言語性と非言語性に分

けることはできない。

７．調査時期：１，２，３については1987年６月。

４，５，６については1988年３月。

結果と考察

１．学力，知能，入学前発達，学校生活につい

ての母親の成功予想

表１各測度の平均値と男女比較

上段リ)子下段女子ｐ＜､１０ｐ＜･05..p<０１
１．．．

表２に客iijl腫簡5踊宣ﾎﾟﾛ蘭;湧き蘭Ｉに示した６

男子の場合，学力は知能，入学前の発達の知性の

領域，親の成功予想と有意な相関関係にあること

が分かる。中でも入学前の知性の領域との相関は

高く･次いで成功予想と国語が.42の相関を示し

ている。次いで知能と入学前の発達の知性との間

に.38の相関があった。また親の成功予想と入学

前の発達の間にも有意な相関関係があった。算数

と国語間の相関は男女共に70台と高い係数を示

していた。

女子では，学力は知能，入学前の発達の知性と

低いが正の有意相関を示していた。知能と入学前

の発達は男子とは異なり無相関であった。親の成

功予想と学力は，算数でのみ低いが有意な正相関

が得られた。入学前の発達と親の成功予想との関

係は，知性では無相関で，社会性，自律性との間

に低い有意相関があった。

以上の結果から，知能と学力の関係については

男女共に低いが正の有意相関があり，小学校１年

生の段階でも学力の規定因として知能が関与して

いることが分かった。先行研究と比較をすると，

狩野ら（1956）の個別式の知能検査と学力との

関係の逐年的研究では，知能指数と学業成績の相

関は，小学校１年生では,46で加齢とともに相関

係数は高くなる傾向が認められた。中島（1966）

の団体式の知能検査と標準学力検査得点との相関

研究では，１年生において国語では.26,算数で

は.43の数値を示し，狩野らと比較すると低学年

での知能と学力の相関は低かった。本研究の相関

値は中島の数値と近い。これは測定用具の類似に

よるものかもしれない。また，算数のほうが国語

よりも知能との相関が高いことも両研究で一致し

ている。

表lに知能および学力偏差値と入学前発達，学

校生活についての予想の平均値を男女別に示した。

知能・学力偏差値においては，男女間では有意差

は認められなかったが，知能と国語においては女

子が，算数においては男子がそれぞれ得点が高い

傾向があった。入学前発達の知性の領域では女子

のほうが男子よりも有意に得点が高かった。その

他の領域でも同様な傾向がみられたが有意な差は

なかった。学校生活についての母親の予想につい

ては，男女間に有意な差はなかった。
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算数 国語 ＩＱ 発達(1) 発達(S） 発達(A） 期

算数 7８ ､３１ ､66.. ､0４ 2０ ､27＋

証Ⅱ
脚18 ､７７． ､2８ ､6０

●●

､２０ 1２ 4２
●●

ＩＱ 4２ ､２９ ､３８
■●

､１０ 1２ 1８

発達(1) 2６ ４２ -.06 ､２１ 3１ 4３

1１ 0４ ､１１ -bＯ９ 4５ 6３

1９ 1２ ､2８ ､００ ､3２ ３１

期待 2７ 0６ ､１６ ､0２ ､3７
●◆

､3５

男（ＳＤ） 女（ＳＤ） ｔ

ＩＱ 58.52(7.51） 55.74(7.77） ｎ.ｓ

算数 59.67(9,95） 56.91(9.61） ｎ.ｓ

国語 62.78(13.05） 64.60(11,67） ｎ.ｓ

入学前発達 2Ｌ31(4.22） 22.91(3.40） -2.24ｐ＜､0５

Ｉ知性 5.97(2.10） 6.78(1.80） -2.27ｐ＜､０５

ｓ社会`性 4.98(1.68） 5.03(1.73） ｎ.ｓ

Ａ自律性 5.47(1.16） 5.86(Ｌ12） ｎ.ｓ

予想 10.45(3.26） 10.62(3.85） ｎ.ｓ



嘉数・他10名：学業連成に関する縦断的研究３－１年生の学力の規定因一

親の成功予想や親の評価した入学前の発達と子

どもの学力・知能との相関関係は男女で異なる結

果が得られた。前原ら（1988）では，入学前の発

達得点の高い群と低い群に分類したところ，得点

の高い群の低い群より成功予想が多い傾向が見ら

れた。本研究では，さらに性別に検討したが，男

子においては入学前の発達度と親の成功予想との

間には正の有意相関があり前述の全体での結果と

同じ傾向があったが，女子では知性の発達度と親

の成功予想とは無相関であった。以上の結果から，

女子では母親による子どもの入学後の成功予想は，

母親の認知した入学前の発達度を反映していない

ことが示唆される。

表３両親の意見と学力との相関

｡ｐ＜、０５
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３．両親の家庭教育に関する意見と学力との関連

両親の意見と学力との相関を，表３に示した。子どもの「やる気」を「できるといわれたい」と
男子の場合，父親の体罰肯定と算数・国語の成績「少しでもわかる」のやる気の２種類に区別して
間に低いが有意な逆相関があった。母親の意見といる。子どもを競争状態においたり，他人の評価
学力との間には有意な相関は得られなかった。こをしばしば与えて子どもの学習をコントロールす
のことは，父親のしつけのきびしさが男子の学力ろと「できるといわれたい」やる気での学習にお
には否定的に作用することを示唆したものである。ちいり，自発性や転移が小さくなり，さらに数学ｂ
女子においては，母親の主導性と算数の間に低算数の教科で落ちこぼしが始まりやすい（特に，
いが有意な正の相関が得られた。また，両親のし女子で）と述べている。本研究では，低学年にお
つけのきびしさの肯定と算数との間に低いが有意いても親のしつけのきびしさが，算数の成績と負

な逆相関がみられた。このことは，両親のしつけの相関関係にあることが示されたが，今後高学年
のきびしさが女子の算数の成績には否定的に作用になるにつれこの傾向は強くなっていくものと予

することを示唆したものである。佐伯（1986）は，想される。

動機づけに関するDweck（1986）の展望を紹介し，

４．両親の意見の一致と学力との関連

表４両親の意見の間の相関

゛p*<･oLoop<･()()l

的態度］，［両親の関係］は普通，［干渉的態度］

，［愛情の表現］，［親の不安定］にはやや反対，

[抑圧的態度］には大いに反対，母親の社会性に

はだいたい賛成の態度を示しているといえる。

Ｈ群において両親間の意見に有意な差がえられ

たところは以下のとおりである。男子をもつ親で

は，「攻撃性の抑圧肯定」については，国語・算

数で両親間に意見の不一致が見られた（算数：ｔ＝

219,p＜､05；国語：ｔ＝2.07,p＜・10）。すなわ

ち，父親のほうが抑圧的だった。「両親の一致度」

でも国語・算数の両教科において両親間の意見が

異なる傾向があった（算数：ｔ＝2.07,国語：

ｔ＝1.79,p＜１０）。すなわち，父親のほうが両

親の意見は同じでなくてもよいという意見であっ

両親の意見の間の相関を表４に示した。父親と

母親の意見の間の相関は「権威的態度」，「抑圧

的態度」，「干渉的態度」，「父親の参加度」，

｢両親の一致度」の大項目においては全体的に低

いが有意な正の相関があった。「愛情の表現」，

｢親の不安定」，「母親の社会性」，「母親の主

導性」の大項目においては両親の意見の間は無相

関であった。

次に，算数のと国語の成績について上位１／３

の群（H群）と下位１／３の群（L群）に被験者

を分類した。Ｈ群とL群の間で，両親の意見の一

致についてt検定により比較を行った。算数の成

績によるＨ群とL群の父親と母親の意見を男女別

に図１，２，３，４に示した。全体的にみて［権威
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Ａ Ｂ’Ｃ ， Ｅ Ｆ Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３

Ａ ､３７１
Ｏ●
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， ､１９６ －．０２２ ､040 ､１３２ －．０２５ ､０４４ ､１２２ －．１３０ .０４９

Ｅ ､１０９ －．053 ､082 ､045 ､１３９ ､０５４ ､０５９ －．００９ ､１５６

Ｆ －．００９ －．０８９ －．０６６ ､010、050 ､２３８ ､２１２ －．０２９ ､０７１

Ｇ１ ､1６０ －．０１８ ､１３６ ､045 ､０４５ ､１２１ .２９５ ､161 .２００

Ｇ２ ､007 －．０７９ ､0６１ ､１４２ －．０１４ ､１８５ ､１１５ ､２３７ ､１４１

Ｇ３ ､０５８ －．０３１ ､023 ､０８０ ､１２６ ､１７８ ､１６３ ､１４０ ､４０２
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項目
Ｉおおいに反対

１５１０１５

IIだいたい反対

2０２５３０３５

uIふつう

4０５０８０６５

Ⅳだいたい賛成

7０７５８０８５

Ｖおおいに賛成

9０９５９９

七
検

Ａ
権
威
的
態
度

1.組の威舷

2．
しつけの

きびＬ巷

J､体１１１

iｌ１

親は峨峨をもつIまうがよ

し。。

しつＩｌはきびしいほうが

よい

しつ１１は体罰をⅡ川ても

よい･

しつ１１にIま威鼓が必要て

ある

父
母
一
父
母
一
父
母
一
父
母

Hh:8~９１０

｢I卜捌J０

Ｉ３ｌＴ０９１０

Ｉｎ８９ＩＯ
９

以下 ７８

Ⅲ〔ｒ６界８９

j\25風ｗ,

↓f脾函演`zB”

1１１２

/Ｉ

1１

〃＜
￣

９１０

JＯ〃

3１
四］、

mJZ２Ｗ幻，

狐

ハル|Ｉ
｣ｾﾞ

ﾉ２

」

1３１４

】３
、

Ｉ卜

｝ぬⅧ
)９dＸ

４７週町０
〃

u3ｱﾕQnnl0`’

柑
巧

５
。
、

１
１

1５１６

ﾉイｌ５ｌ６

1４１５

Iイノゴノ６

０１雌4340

42.脚｡‘ｏ`､1６

17へ

ｌ７Ｌ

0Ｊ1

8ﾑｨﾄﾞ
1７１０へ

/7－

９２

８
ｒｌ
‘

￣

L１

1６１７～1９２

】７ノ８
？
￣

↓ユ

０勺０９

49'@''52$，ｐｉＬ

`ｗ９…'５９麺Ejfl

Ｂ 4.攻撃fliの仰11；
I･どもはあらそわないよ

うにしつI↑るべきだ。

父
母 団乍0~0１０

｣｛卜８－９９１０

1１１２

1１１２

1３１４１５

1３１イ

1６１７

【５ｌ６

1０１９２０

ﾉｱノ8-Ｊ,〃Ｉ

ﾁjlj

圧 5.ﾂfZli己のlIl11Ii
ｉどもの，f変色は策11tす

べきだ。

父
母 中8~９ 1０

Q

liト，ｊ小IＩ

'1１1２

】２

1３１４１５

lilノイ １５ ６ノア

1１ 8~１９２，’

８－１９卯阿
態
《 6.性の仰１１；

ｆｌｉにBUすることはおきえ

るべ急だ。

父
母

露|M/)『
1０１１

１０〃

1２１１

１２ノ３

1０

Iイ

５
５

６
６
１
！

1～18

7~j８

１０

以上

ノZJ

u［

旧Ｚ
i･どもの本能的衝Jjl的鮒

1('】はおさえるべきだ。

父
母 鴎''2『'呵'画

U炉勿勧”

3.3439現3１

幻剥３９2`3７

兜ｊ94001

3０DＷｄｊ

4243“UI464l

`34300．。`妬

Uo49lc

`ァ０Ｗ“

5２
92５４

以上

皿`，IｆＩ

Ｃ

干

渉

的

態

度

７．
/･どもへの

期iザ

チビもの
’８．

１１１.教f『

9.ﾆｲﾋﾞもの保臓

１１１．

｢･Ｉ

=フグ

い二はiniい期iIFを６

§だ

｢･Ｉ

よし

!』lよ'IIL教ffするのが

｢･どｌｊに'よ失敗繩験をさ

せないように糊が弧をつ
Iブるべさだ。

ｒビ(jへの教育的11M心は
強い'よどよい.

父
母
一
父
母
一
父
母
一
父
母

命９１０１１
Ｊ

ｌｎｒ９１０ＩＩ

十０~９１０

’１１９ノ０

下０~７８

Iイア８

Ｔ２'2889功31ｺ『

聯ＹＡｌｌ””3１

１２

'２

１１１２

11￣

;廩無…
]】3４

可

２９￣ 、

轌ｊＷ３ｓ､、

Ｍ'’1，
1５１６

1６

後Al', ｌ５

1６

￣￣ １１１２１】

〃ｊ２１ＪＩ

1４１５

Iイノ５

37jＯ994041

J711llU4I

０ｺ43400946

5却304４V６

７１０

７ノ８

１９

以上

ノ，

I１１Ｌ

１１０

６ノ7~1８

１０

以上

ノSJ

l〕1１２

６１７～1８ 1０

以上

６ノ7-ｌ８Ｉｆｆ
４Ｐ ４８～5３ ５０

以上

紺-鰯HｆｉＯｐ

、

愛

情

の

表

現

1０．
/･ビ６への 親はｊ･どものためなら桶

献身轍になってもよい。

’’１’’
イピ６への愛愉は二まや

かなはビよい。

筐|意
９１０

９ノリ

|鍬M:．

1１

1１ノ

|ｻﾞ９１蕊』
Ｊｗ随

Eii二篝÷
1】１３

ｌ２１３

９０ｺ1■河］940

3７

1１．
「･どもとの 親とｆは‐身IOil体である’父

イキ感｜のがよい。｜母

下８９

Ｗｉ－９】０

1２．
イビ＆への

１１A)し，

／どもへの関心{ようすぐ

てはいI)ない。

父１，;Ｉ下９１０
母

￣

'

１１卜 ８９ＩＯｌＰが

1５１６１１１

１５】６ノァノ8～

19

以上

９釦

1４１５Ｉ

１，ｌ５１ｊ６」

1７

以上

ｍ

Ｌ１１：

1４１５

ﾉイｊ５

1６

１６

リブ

以上

ノア

↓１１＿

1１４３
4３

d2dW

鴫46`'迩
凶

‘ｗ，jｉＷＯ４

Ｅ
親
の
不
安
感

13.親の’'１イバ

Ｍ・親のイ＄亥

15.親の忠ｆｉＩ

親はｲｰﾋﾞ６をf『てるの'二

１．１１tiがないものA『。

親はイビらにつし･てイ（皮

をもつものだ。

親'よイビものことて惑价

的になるものだ。

親はイビらを育てること

(ﾆｲ6変や心配を１，つ(’のだ・

父
母
一
父
母
一
父
母
一
父
母

以下

『、

｣.ＡＩ.．

７０９

７８９

凸0~９１０１１
．Ｖ

ｊｘｆ９ｌ０ＩＩ

以下０９１０

ﾘﾀﾞﾄ９１０

,J＋耐,画31繭

Ｉ課野〃‘

1０

ノリ，
、

1２

ｌ２＆

’

'１３

ｌＪ

『

＆１

，
］
Ｉ

１
Ｊ

１
Ｊ

｡〕30〕９－ｒ-

－

＝

』｡hfDg 輔７

1１１２

VノＪ２

､w(！
０

ｉ
Ｐ
９

=’

－
Ｊ

jｉｊｒ’040`，
｡■

1４

３Ｊイ

６１７

６１７

５１６

｡ 1６

⑰43“０９４６

`343`ＯＯＶＵ

５１６…1７

５ノ6~ﾉｱ

１８

以上

ノ付

↓１１

0１９２０

８ノ９”

】１８

／̄ １８

１０

以上

ノリ

I】Ｉ．

４７ ４０~53

070Ｗ'００'秘５Ｊ

９０

以上

５イ

ＩＨＩ

Ｆ
母
親
の
社
会
性

．
～
０

l壯親は家庭のことだI）し

ていればよい。

Ｉｌ親はあまり外にＩI'てｲハ

鍬しなＬ､'ようがよい

lＩ親は家(ﾆいて+l公的i円

|ﾀｶはしな【、はうがよい。

父
母
一
父
母
一
父
母

鱗6~１ ８

｢ハア８９

命６７

rｎ６７

J十141516I1

Ufiwﾉｺﾞﾉ6j７

９１０

○-－－－－

･－１～｣l
ｊｌ1２

１３１０

７７一生

1５１６～１１

】５16-17

８９

８９

－－￣

､-－－１１－－

1０ 汀些ＴＰＦ弓i;lrl:Ｉ
１８１９ 20212２

】８１９卯２ノ壁

2３２い江上?i272829

幻し切密 お〃

1０

l上

ノ８

１１：

０
上
嘔
化
旧
上
肘
１

Ｇ
両
親
の
頤

18.父親の参り１１度

19.Il1親のi蝉fＩ

家墜敬行には父親もおお父

いI二参ｸﾘ'すべきだ。Ⅲ母

j下！~ＩＤ１１

,h9-l0〃

1２

ｌ２ノ３， Ｚ''1，

ぷ
■
勺
Ｉ
。
▼
妃

の中の二とはlﾘjHLIIU`L‘
よい

父１J下'~０９１０１１
戸

母Ｕｆｒ８９ノリ▼‐〃

ゲ

<』:

1５１６

ｌ６

10１５１６

｣イｌ５

17～10

ﾉｱ１８

17～10

ｌ６Ｊ７

I６

ｒ

９
上
９
－
９
上
§
卜

係
20.1111組の〃致度

''11親のしつ;)の怠兄は１１リ

こてなくてもよい。

父
母 lbhE8910１１

｜】０'（ド８リノル

1１ 、 1３

」２ｉ３

1０１５

１J１５

1６１１

ｌ６I7Lj8

１８

以上

Ｉｇ

ＩＸＩｒ
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項目

Ｉおおいに反対

１５１０１５

11だいたい反対

２０２５釦３５

lLi、つう

4０５０６０６５

1Vだいたい賛成

7０７５８０８５

Ｖおおいに賛成

9０９５９９

七
検

Ａ
権
威
的
態
度

1.親の威厳

2．
しつけの

きびしさ

3.体ｌｉｌ

計

籾は威厳をもつほうがよ

いｏ

しつけはきびＬい'ようが

よい

しつけ；よ体飼を用し､ても

よい。

しつ(↑には威厳が必要で

ある ｡

父
母
一
父
母
一
父
母
一
父
母

応0~０ １０

，fr8-9 １０

歯０９１０

，ダト８９１０
０
以下 １８

,イト６二８９

｡\“25劉刷20画

Ｉ孫藩麺`〃”

１１、：
1１

１１

ﾀﾞ

ﾀﾞ

氏

'､、

９１０
、

1０ノノ

■31コ ツ1m

羽I92,籾
’

Ｊ３

1】１４

】２ｌＪｊイ

１２ＩＩ

Ｅへ，３
1４

:協
1３

ｎ㎡■37凶町０

'0〃、,Ｗ`リ

I５１６

ｊＳＩ６

1５１６

JイＪ５１６

1４１５

1４】５１６

o1u43“

d24300ｏｗ

１１~IObl1

I界I8IfR
1７１０～1９２０

j7-I8IfV
1６１７～1９２，

l７１８ＩｆＶ
07■4999＄１５２

幻５０

以上

`，判，…'漣”L御

Ｂ 4.攻撃性の仰Ili
｢･ビらはあらそわないよ

ぅ'二Ｌつけるべきだ。

父
母 鯛､１A`、

1１１２

J１ｊ２

1３１１１５

】３１イ

1６１７

１５１６

1８１９２０

J７ｌ８~ｌ９”

抑
圧
的
態

5.野蛮さの仰111

6.性の仰

「･どものyf蛮さは禁』'す

べきだ。

fIiに111Iする二とはおきえ

るべさだ。

父
母
一
父
母

!`1下8~９１０

LfI：９ＪＯＪＩ

露!'
史：
ID １１

１０上ｊノ

13１０1５

】３ﾉイ

1２１３

ｌ２ｌ３

16

1５１６Ｊ７

1４１５

Iイ１５

1７

６
６
１
Ｊ

l～１９２０

１~Ｉ９印

|～18

7~ｌ８

１０

以上

ノリ

1，１

J蚤［

Ｉ寸
肘 『･ピもの本能的衝動的傾

1111はおざえるべきだ。

父
母 d平20誠113,

ｶﾞﾄ`zU諏碩
少

,］

￣

グ

￣

］】】４３＄外3７

jＷＪ３ｎＵ７

兜的4001

,。”４０００

424300qsI607

`鞠“００価

4849期’

dァOV9幻

塊
幻５０

IuL上

鰯”1門

Ｃ
干
渉
的
態
度

７．
ｲｰﾋﾞらへの

lUli$

8．
ｆどもの

￥教f『

9．トビＵの係iMi

iil.

「･ビい二は闘い期待をも

つく急だ。

｢･Ｉ

よし

６は01q数行するのが

｢･ど阯二；よ失敗鑑験をひ
せないように親が弧とつ
１１るべ急だ。

トビ!jへの教行的1111心は

強いＩ上ビよい。

父
母
一
父
母
一
父
母
一
父
母

０
以下

ｇ

ｌｌｒ

９１０１１

９J０〃

`l富0~９１０

１ハ８９Ｊ０

庁6~７８

ハ７８壁-
－

作Ｗ,"31麺
ｇ５

Ｌ卜 ZjZ8j,釦３Ｊ

1２へ

１２

1１ １２

Jﾉー

宍+：
－－

-§'1か
～

聖jUW心

１３１４

、(J９Ｉｌ

」】〆､､'ｏ
ｌ２＿ｌ３℃ 1J

１１１２１ｌ

１ＪＩ２Ｊ３

31)、314001

３７．２m0０

１５１６

ｊ５１６

1５１６

1５

1４１５

I４ｊ５

413■O94S

4a43U4Ｗ６

０
－
【
ノ
リ

吟
肛

０
８

６ノ

０

-18

路

６１７～1０

６ﾉｱｰﾉ８

0７４０～53

.6 組-釘

Ｉ
Ｌ
９
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｇ
ｌ
Ｏ
Ｌ
９
－
４
上
ｆ
ｌ

Ｄ
愛
情
の
表
現

1０
子どもへの

献身

11.
トビもとの

－体

1２．
fどもへの

l則心

iil.

親はｉ･どｌｊのためなら樋
判:になってもよい。

親ヒチは-一身同体てある

のがよい。

トビ12への関`L､ばうすぐ

てはいけなし､。

/･ｇｂへの愛情はこ±や

かな(よビよい。

父
母
一
父
母
一
父
母
一
父
母

５

以下

。Ⅱ

皿ト

９１０

９ｌ０

心０９

↓f卜8－９ １０

以下

ア

以卜

９１０

８９ＪＯ

j+'@31”

q3j”虹剥

､H、』`J，
1０

〃 ぺ
Ｐ｣－ナ

合i5i＄

野

1３１４

ｌＪノイ

、１２１３
、

、

ﾉ２アノ３

’'１２１３
グ

P

ｌ２ノ３

閃31沖泌】o4０

'３７

1５１６

1５１５

1４1５

Iイノゴ

1４１５

１４ノ５

4１０８
4ｺ

U2卿

1７

1７１８

1０

以上

Ｉ９２Ｕ

ｌ６
￣

′

１７

以上

ノ６

以Ｉ

６

1７

以上

ノア

1ス１．

‘$46`Ｍ１則

‘割6`'しi'ドUｊ

Ｅ
親
の
不
安
感

13.親の間Ｉｉｉ

14.親のイ；宏

15.親の忍耐

計

親は二『･どｌｊを育てるの'二

rlｲｉｉがないものだ。

親はｆビい二ついて不晦

をもつものだ。

親はＴ･ビものことで悪１Ｗ

的になるものだ。
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嘉数・他10名：学業達成に関する縦断的研究３－１年生の学力の規定因一

た。「子どもの保護」については国語で両親間の

意見が異なる傾向があり（ｔ＝2.05,p＜１０），

父親のほうが保護的であるべきだという意見であっ

た。「親の不安」については国語で両親間に差が

あり，父親のほうが肯定的な傾向があった。「母

親の主導性」については，国語で差があり父親の

ほうが肯定的な傾向であった（ｔ＝2.02,p＜１０）

，女子をもつ親では，国語・算数において「体罰

肯定」で有意差があり（算数：ｔ＝3.16,国語：

ｔ＝2.72,＜pO5），父親がより肯定的であった。

「父親の参加度」についても両科目で差が(算数：

ｔ＝3.16,国語：ｔ＝272,p＜０５），母親のほ

うが父親も家庭教育に参加すべきという意見に肯

定的であった。「子どもとの一体感」では，算数

で差があり母親のほうがより肯定的であった。

（ｔ＝2.89Ⅲｐ＜､05）。「親の自信」は算数で差が

あり，母親のほうが自信がないことに肯定的であ

り（ｔ＝252,p＜05）。

Ｌ群では，両親の意見に有意な差がみられたと

ころは以下の項目であった。男子をもつ親の場合，

算数・国語で「母親の社会性」で父親のほうが母

親は社会的活動をしないほうがよいという意見に

肯定的であり（算数：ｔ＝2.14,国語：ｔ＝2.82,

p＜05）．「家事への専念」でも父親のほうが肯

定的であった（算数：ｔ＝2.08,p＜０５；国語く：

ｔ＝290,p＜０１）。女子の親の場合は，算数の

｢両親の一致度」で父親のほうが両親の意見は一

致していなくてもよいとする意見であった（ｔ＝

2.28,p＜05）。

以上の結果から，Ｈ群では両親の意見の不一致

が９項目でみられ，例えば権威的・抑圧的意見で

は父親はより肯定的であるのに対し，母親はそれ

を補うといったように父と母の意見が相補的な関

係であることが示唆された。Ｌ群での両親の不一

致は３項目でみられ，領域は母親の社会性と両親

の関係の２大項目に限られており，男子をもつ親

の場合はいずれも父親が母親の社会性を認めない

意見に肯定的であった。権威主義的な父親をもつ

男子は達成動機が低いという研究結果と関連する

ものと思われる。

まとめ

本研究では，小学校１年生の時点での学力の規

定因として，知能入学前の発達度，親の学校生活

に関する親の成功予想，家庭教育に関する両親の

意見の要因を検討した。本研究の結果，知能や知

的な発達は学力を大きく規定することが確認され

た。

両親の意見と学力の間には一貫した明確な関係

は見いだすことができず，権威的，抑圧的しつけ

が学力にマイナスの影響を与えること，特に女子

でそれらの影響力に敏感であることが示唆される

にとどまった。両親の間の意見の不一致は，ただ

ちに否定的な影響力を持つものではなく，むしろ

父親のきびしさや母親の不安を相補う，すなわち

両親が相補的な役割分担を果たしていることが示

唆された。
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